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29

技術で
末

薬
価
が
経
済
圧
迫

「
運
び
屋
」
ヘ
ール
。
ヘ
ョ
ウ
兄
，ス

ウイルスで緑色蛍光たんぱく質を産生する
細胞を作る
✓必要な遺伝子情報をウイルスに搭載

✓病原性のウイルスゲノムは除去

ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
の

唇
し
て
、
ア
デ
ノ
随
伴

ウ
イ
ル
ス

(
A
A
V
)
ベ

ク
タ
ー
を
利
用
し
た
脊
髄

性
筋
萎
縮
症
の
治
療
薬
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
遺
て
、
日
本
企
業
が
当
該
ウ
財
を
獲
得
す
る
こ
と
が
璽
を
引
き
起
こ
す
場
合
が
あ
i

挙
げ
ら
れ
る
。
遺
伝
子
治
伝
子
治
療
薬
の
生
産
法
を
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
の
生
産

要
で
あ
る
。

る

。

我

々
の
開
発
す
る
H

i

療
は
、
従
来
の
医
薬
品
で
は
じ
め
と
す
る
製
造
工
程
技
術
を
確
立
し
て
関
連
知
我
々
は
単
純
ヘ
ル
ペ
ス

s
>
ベ
ク
タ
ー
は
、
安
全
i

は
難
し
か
っ
た
遺
伝
性
疾
の
大
部
分
に
お
い
て
、
外
ウ
イ
ル
ス
性
を
高
め
る
た
め
に
病
原
~

患
の
治
療
に
成
功
し
て
お

国
企
業
が
権
利
を
保
持
す

(
H
S
v)
性
の
ウ
イ
ル
ス
ゲ
ノ
ム
を
i

り

、

そ

の

市

場

成

長

率

は

る

た

め

、

薬

価

が

非

常

に

を

ベ

ー

ス

と

除

き

、

代

わ

り

に

治

療

用

i

年
率
50％
以

上

に

も

な

っ

高

額

に

な

り

、

日

本

の

医

し

た

ウ

イ

ル

の

遺

伝

子

を

載

せ

て

い

る

i

て
い
る
。
療
経
済
を
圧
迫
す
る
こ
と
ス
ベ
ク
タ
ー
た
め
、
細
胞
傷
害
性
が
極
~

一
方、
課
題
も
あ
る。

が
避
け
ら
れ
な
い。

(H
S
v
べ
め
て
低
い
。

~

＿

つ

は

積

載

で

き

る

遺

伝

ク

タ
ー
）
こ

、

知

財

獲

得

狙

う

＼

量

産

化

可

能

に

i

子
の
容
量
で
あ
る
。

ア

デ

着

目

し
て
し
"
.
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ノ
随
伴
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決

る

。

単

純

へ

ま

た

、
H
S
v
ベ
ク
タ
き
な
い
大
型
遺
伝
子
の
全
は
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か

ウ
イ
ル
ス
は
細
胞
へ
の
ー
は
積
載
音
＿患
に
限
界
が

す
る
た
め
に
は
、

A
A
V

ル
ペ
ス
ウ
イ
ー
の
生
産
法
は
1
9
9
0
長
の
積
載
が
可
能
で
あ

し
、
我
々
は
大
量
製
造
が

遺
伝
子
導
入
の
効
率
に
優
あ
る
た
め
、
デ
ュ
シ
ェ
ン
の
弱
点
を
克
服
し
、
外
国
ル
ス
は
、
ほ
年
代
に
開
発
さ
れ
、
権
利
り
、
治
療
可
能
な
遺
伝
性
可
能
な
ベ
ク
タ
ー
生
産
技

れ
て
い
る
。
こ
の
性
質
を
ヌ
型
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
企
業
が
生
産
方
法
で
権
利
と
ん
ど
の
人
が
有
効
な
知
財
は
存
在
し
疾
患
の
対
象
を
大
き
く
増
術
の
開
発
に
成
功
し
た
。

利

用

し

て

、

外

来

遺

伝

子

症

の

原

因

遭

伝

子

な

ど

、

を

保

持

し

て

い

な

い

ウ

イ

に

感

染

す

て

い

な

か

っ

た

。

1
番
の
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
、

H
S
v
ベ
ク
タ
ー

を

細

胞

に

運

び

込

む

ベ

ク

大

型

遺

伝

子

の

搭

載

は

不

ル

ス

ベ

ク

タ

ー

に

つ

い

る

。
無
症
状
特
徴
は
、
最
大
15万
塩
基

従
来
、
H
S
v
ベ
ク
タ
を
利
用
し
た
遺
伝
子
治
療

タ

ー

に

ウ

イ

ル

ス

を

利

用

の

人

が

多
い
対
ま
で
積
載
可
能
と
い
う
ー
は
、
生
産
コ
ス
ト
が
漑
の
治
験
に
向
け
て
研
究
を

す

る

技

術

の

開

発

が

行

わ

が

、

口

唇

へ

点

で

あ

る

。
ア
デ
ノ
随
伴
く
、
生
産
工
程
も
煩
雑
で
進
め
て
い
る
。

れ
て
い
る
。

ル
ペ
ス
な
ど
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
が
で
あ
っ
た
た
め
、
臨
床
応
用

（
木
曜
日
に
掲
載
）

⑭ 

-----・'”"・挑戦一

鵬
• 

細胞に遺伝子を導入 細胞内でできるたんぱく質が
緑色蛍光を発する

ロ

遺
伝
f
治
療
対
象
広
が
る
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産総研細胞分子工学研究
部門生物データサイエ
ンス研究グループ研究員

前田史雄

20年入所。専門はウイルス了
学。ウイルスの巧みに生体を欺
き、細胞に感染する点に面白さを
感じている。ウイルスのシステム
を治療技術に応用できるのではな
いかと考え、ウイルスベクター研
究を始めた。大型遺伝子の細胞ヘ
の導入を試みたい方がいましたら
ぜひお声がけください。
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